







Objectives and Course Design of Japanese Language Class 
for Foreign Graduates in the School of Engineering 
Yoko SUZUKI 
(Received Aug. 31， 1998) 
The purpose of this report is to describe出eco山田 designand the role of the 
]apanese language c1ass which has started出isy白 rin the Graduate School of 
Engineering at Fukui Univぽ'Sity. Qu回 tionn出reswere given to出eovers伺
students enrolled in the c1ass and a1so to their mentors. 
According to the results of the survey the class was aimed to focus on improving 
their reading capability. This is because studen匂 arerequired to read academic 
papぽswritten in ] apanese and a1so to discuss their researches including 
experimenta1 design and results in Japanese. By learning to read academic papers 
on science and technology correct1y， students can expand vocabularies and their 
ability to read Kanji. By answering and discussing problems related to出e
contents of various papぽs，studen臼 area1so given chances to listen to and speak 
]a伊nese.
KのTWords : Course Design， Fo陀ignGraduates， School of Engineering， 
























調査日 1 998年4月 13日--4月20日
対象者 「工業日本語特論演習j 受講者 (26人)および教育学部の日本語研究留学生と科
目等履修生(6人)
調査2)日本語力テスト実施
実施日 1 998年4月 13日--4月20日
対象者 1 )と同様
調査 3)授業に対する要望等アンケート調査
実施日 1 998年 6月 15日
対象者 「工業日本語特論演習J受講者 (28人)
調査の留学生(外国人学生)の指導・教育に関してのアンケート
実施日 1 998年 6月19日










λト寸空 漢字 語葉 文法事項 読解
工学研究科生 61.0 30.0 49.5 60.0 50.1 
教育学部生 86.5 80.0 72.5 71.4 77.6 
全対象者正答率 73.8 55.0 61.0 65.7 63.9 
福井大学工 68.8 56.3 51.3 57.1 58.6 
学部出身者
工学研究科生の
国費留学生 66.5 45.0 46.5 38.6 49.1 






























いそ空 意味がわかる 読める 書ける
2000字以上 45% 22% 32% 
1000-2000字 27 36 27 
500-1000字 14 14 9 
300-500字 9 18 22 





<表3> 教材は何を主体にしたものを希望するか (漢字圏 21名、非漢字圏2名)
読解 作文 会話 聴解
漢字圏 47.6% 33.3% 19.0% 。
非漢字圏 50.0% 50.0% 。 。
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く表4> 最も不足している日本語力は何か (漢字圏 21名、非漢字圏2名)
読解 作文 会話 聴解
漢字圏 4.8% 52.3% 14.3% 28.6% 
非漢字圏 50.0% 50.0% 。 。
調査3)で専門分野の授業やゼミでの日本語力を 27人(漢字圏の 22人と非漢字圏の 5人)に
尋ねたところ、複数回答であるが
日本語に関する問題点は



























生活面十分 生活面十分 生活面不自由 全て不自由
教育・研究面十分 教育・研究面不自由 教育・研究面十分
機械工学 30% 70% O O 
(10人)
電子工学 25% 75% O O 
(7人)
情報工学 45% 36% 9% 9% 
(1 1人)
生物化学 64% 36% O O 
(I 1人)
応用物理 62% 23% 15% O 
(13人)
計 42% 49% 4.5% 4.5% 
(6 9人)
L一一一一一
<表6>は指導教官が留学生に求める日本語力の程度を示したものである.全体数 19 2 (複数





論文が書ける 9. 3 % 専門書が読める 1 7. 2 % 
ゼミで論議に参加する 17. 2 % 講義を理解する 10. 9 % 
講義のノートがとれる 1 4. 1 % 実験の手順がわかる 10. 9 % 












日本人だけの場合と同じ 81， 8 % I場合により日本人学生とは異なるもの 10. 6 % 
意識的に日本語のみのもの 1. 5 % Iすべて英語のもの 4. 5 % 
4 r工業日本語特論演習』の授業に対する要望
調査3)で受講者に『工業日本語特論演習Jの授業への要望を尋ねた結果、文法的な説明の増加
を要望するものが、 28人中 13人 (46.2%)もいた。文法事項の説明がある教科書の使用を



























































田中 望 1988 日本語教育の方法一コースデザインの実際一 大修館書庖
日本語教育学会 1991日本語テストハンドブック 大修館書鹿





氏名 専攻 年齢 国籍 学費 在日年数 福井大学入学動機
1 日本語以外の外国語能力 2 これまでの日本語学習期間、教育機関、教材
3 漢字についての能力(r意味がわかる漢字数、競める漢字数、書ける漢字数J)
く各 r0 ，50，100，200，300，500，1000，2000以上Jの択一式>
4 r教材は何を主体にしたものを希望するか.J(r続解、作文、聴解、会話Jく択一式>)
5 最も不足している日本語能力(r続解、作文、聴解、会話」く択一式>)
6 困っていること
調査2)日本語テスト
r2級能力鼠験練習問題J1996 r日本語ジャーナルJ4月...1月号(アルク)等から一部転載し
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てテスト問題を作成漢字、語輩、文法、読解Jの4技能に分けて点数化(各 25点満点)， テストの実施、
各人の技能別正当率(各技能の得点725)を算出、の手順での調査
調査3)アンケート
1専門の授業やゼミについて
1言葉についての問題く選択式>
2授業内容の難易く選択式〉
3学位論文の使用言語く択一式>
2この授業「工業日本語特論演習Jに対する要望く選択式〉
選択肢「文法説明のある教科書の使用J
「文法的な解説の増加J
「作文中心の捜業J
fもっとやさしい文を教材にj
「もっとむずかしい論文を教材にJ
「工学関係より日本文化や時事問題についての文を教材にJ
「受講者数が多いので2グループに分割して隔週の受講形態に」
『宿題を多くして単位数を倍の 2単位にJ
「英語の解説をもっとJ
調査4) アンケート(r外国人学生指導・教育に関してJ)
1 指導学生の身分、日本語能力、望まれる日本語能力の程度、英語力、基礎学力く各選択式>
2 留学生指導時の配慮、使用教科書や資料の言語面の配慮く各選択式>
3 日本語教育にどんなことを要望されますか.J
4 留学生指導全般にわたりご意見ご要望がありましたらお願いします.J
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